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差別をなくしたい
静岡県・菊川市立菊川西中学校・３年
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はやし),林)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よしき),良樹)
　僕は幼い頃支援が必要と言われ、小学五年生まで支援級のある学校へ通った。今もジョブステーションという障害を持っている人の自立サポート施設に時々通っている。
　ジョブステーションでは、不登校だった人やいじめを受けてきた人達がいる。だんだん、仲良くなり会話をしていくうちに

（どうしていじめをされてきたのだろう）
と不思議に思う。滑舌が悪かったり、コミュニケーションが取りづらかったりするけど、中身はとてもいい人だ。ジョブステーションには楽しく通って休む事もないそうだ。
　僕はこの疑問を母に聞いてみた。
「体の障害や機能の障害をからかったり、いじめたりすると心が傷ついて二次障害を起こしてしまう。それが原因で学校に行きたくなくなったのではないか。」
「あなたは支援級にいた時、人と違う所を理由にいじめられた事はないの？転校してからもいじめられたりしなかった？」
母は僕が泣いて帰って来た事や、悔しがっていたことを今でも覚えているそうだ。
「もう昔の事だから覚えていないよ。それに僕も強くなったし。」
　確かに、振り返ってみると僕はからかわれやすく、人に言われた事を真に受ける所があった。そこは人と違ったからいじめ（差別）を受けていたのかもしれない。
　人と違う事を理由に差別やいじめをしていいのだろうか。それは違うと思う。障害が有る、無いに関わらず人は皆違うものだから。仮に僕の通っている中学校の生徒が皆、同じ価値観、同じ考え方、同じ見た目だったら、それはそれで大きな問題だと思う。
　どうすれば差別やいじめをしなくなるのか僕が考えるに、自分と相手との違いを認めること、思いやりを持って相手に接すること、よく話し合ってみることが大事だと思う。
　僕は、なぜだか分からないけれど支援級に通っていたことを恥ずかしいと思わない。それは今までお世話になった先生方のおかげもあると思う。支援級やジョブステーションで仲良くなった友達、家族の励まし、合唱や水泳などの習い事で一緒に笑える仲間ができたことが理由だと思う。
　しかしその一方で、支援級に抵抗を持つ人がいる。その人達は「支援級に通うこと」は皆と違うこと、皆より劣っていると考えて差別をする。これらの状況を恐れて支援を受けない人がいると思う。
　どんな人にも良い所、悪い所があり、秀でている所、劣っている所があってその人を形成している。
　障害者への差別や偏見がなくなれば、安心して支援を受ける人も多くなると思う。
　保育園の頃、金子みすずの「みんなちがってみんないい」を手話で習ったことを思い出す。この詩の中に
「鈴と、小鳥と、それから私、
　みんなちがって、みんないい」
というフレーズがある。この詩のようにそれぞれがそれぞれの特長を持って生きていける世界になればいいと願っている。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催
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